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は　 じ　め　に

　寄生植物は普段 ， わ れ わ れの 目に とまらない ， 目立 た

な い 植物 で あ る。ヨ ーロ ッ
パ や ア メ リカ で も，リ ン ゴ や

観賞木に 寄生す る ヤ ド リギ類が 不思議な植物と して しば

しぼ コ ミ ッ ク誌に紹介さ れ て い る 程度で ，一般 の 人 に は

馴染 み が薄い ．農業上問 題 に な る寄生植物は お もに ア フ

リカ ，中近東，地中海沿岸，南 ヨ
ー

ロ ッ
パ や熱帯 に 分布

して お り， い っ た ん蔓延 る と ， 防除 しに くく大変や っ か

い なもの で あ る．こ れ らは特定 の 植物 に 寄生 して 水や栄

養 分 を奪 っ て 生 育 を妨げ ， 子 実収量を 低下 させ る．多 く

は 乾燥地 に発生 し ， 大型 で は ない が ， 多発して 作物を著

し い 水分不足 に お と し 入れ る ．また 花 の 大き さが 世界
一

大きい こ と で 知 ら れ る ラ フ レ シ ア （RaLO7es
−ia　a・rnoldi ）

も，ブ ド ウ 科 の 植物 に つ く寄生植物 で あ る．イ ン ドネ シ

ア な どの 山中 に 見 られ ， 花 は直径が 1・− 1．5m で 重量は

7kg に も及 ぶ が ， 3〜4 日 で朽ち る
1）．

　寄生 植物の 種子発芽 ， 寄 生植物へ の 接触， 吸器 （水，

栄養分 の 吸収根）の 形成 と維管束 へ の 侵入，栄養分の 吸

収 ， そ れ らの 分解や 合成あ る い は 寄主 と の 相互 認 識な ど

は 他の 植物 に は 見 られない 特異な もの で ， 植物生理学や

植物 生 化 学 の 分 野 か ら も きわ め て 注 目 され る．輸 入 農 産

物が 目立 つ よ うに な っ た 1970年代初頭 に ， 筆者 は 宇都

宮 市 の 製 飴 業 者 の 庭 で ，紐状 の ア メ リ カ ネ ナ シ カ ズ ラ

（Cuscuta　Pentagena）に 巻きつ か れ て 葉 が す っ か り黄

色 に な っ た キ ク の 盆栽を 見 た ．多分 ア ズ キ ， ダ イ ズや

リ ョ ク ト ウ に 混 ざっ て 入 っ て きた もの で あ ろうが ， そ の

主 人 は 「自分 に は 何 も身 に 覚 え もな い の に どう し て こ ん

な こ とが 起 こ るの か ， 不吉な もの を感 じる 」 と怯え て い

た．そ の 後，Kimura らに よ っ て ， キ ク の 黄 化 の 原因

は ア メ リ カ ネ ナ シ カ ズ ラ に 多量 に含まれる ABA に よ

っ て も た ら さ れ る こ と が 明らか に され た
2）．1980年に

は ア メ リ カ の サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州 と ノ
ー

ス カ ロ ラ イ ナ州

の 州境 で トウ モ ロ コ シ に 寄生 し，美 しい 赤い 花をつ け た

Stviga　asiatica （ナ ン ヨ ウ ヒ メ ノ マ エ ガ ミ）を見 た ．こ

の 植物 は 1950 年代 に ア フ リ カ か ら ジ ョ
ージ ア 州 に 入

り， そ の 後 カ ロ ラ イ ナ 2 州に 拡 が っ た もの で ， 難防除

の た め に 国と州が 根絶作戦 を 展開中で あり ， こ れ を 見回

わ っ て い る騎馬警官 （？）に も出会 っ た．1987 年 か ら

1988年に か け て ノ ース カ ロ ラ イ ナ 州立大学で S．asia −

tica の 種子発芽 ， 発芽誘導物質の 合成， 抵抗性作物，品

種 の 検索や 防除 な どの 研究 に 携わ る研究者の もと で こ の

植物学 の 一端 を 学ぶ機会を得 た a）．1989 年 に は ，千葉

県館山市の 丘陵で 花木苗を栽培 して い る 畑 に ， 地表面被

覆の た め に 植え ら れ た ア カ ク ロ
ーバ ーが ヤ セ ウ ツ ボ

（Orobα nche 　minor ＞に 寄生 され て 著 し く疲弊 して い る

様 子 を 見た ．こ の よ うに して ，寄 生 植物 に 対す る 筆者 の

興味が 次第 に 増幅 し ， 最近 は
一

つ の 研究 テ
ーマ に取 り上

げ る に 至 っ た ．∫〃 恕α 類は ア フ リ カ で ，ま た Orob α nche

類 は 地 中海沿岸や 中近東で 発生 して 貧 しい 農民を
一

層苦

し め て お り， 国連 の 関係機関 で も 対策 に 乗 り出 して い

る，現 在 も発 生 面積が拡大 しつ つ あ るが ， 将来 ， 貿易 の

拡大 に と もない 世界的 に 拡が る もの と危惧され て い る．

　今回 ， 多くの 研究者に 寄生 植物 に つ い て の ご 理 解 を 仰

ぎ，研究の 発展 に お力添えをい た だ ぎた く本稿 を 取 り纏

め た．な お 最 近 ， 優れ た総説，解説や 著書が出 され て い

る の で 詳細 は それ らを 参照 い た だ きた い
1−12 ）．
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寄生植物 とはどん なもの か

　植 物 は 栄 養 の 摂 取 方 法 か ら表 1 の よ う に 分 類 され る
1）．

A の 独立栄養植物 の うち 光合成 植 物 は 通常 目に とま る

大部分 の 高等植物で あ り，もっ ぱ ら無機物 を 摂取 し，光

の エ ネ ル ギ ー
を利用 して 二 酸化炭素 と水を原料 に 炭水化

物 を 合成 し，こ れ を も とに 無数 の 有 機 化 合 物 を 合成す

る．化学合成植物は 硝酸細胞や イ オ ウ細胞 の よ うに化学

反応 に よ り発生す る エ ネ ル ギ ーを 使 っ て 炭酸同化 を 行な

う．B の 従属栄養植物は 有機物を摂取 して 自分の 栄養 に

す る．こ れ ら の 中 で 寄 生 植 物 と呼 ば れ る植 物 は ， 寄 生 植

物 （宿主）に 寄生 し て 栄養 を 摂 る，栄養 の す ぺ て を 寄主

に 依存する も の が 全 寄 生 植物 で ， 自身 で も光合成 を 行 な

うが寄主 か ら も栄養を摂 る もの が半寄生植物 で あ る．こ

こ で は こ れ らの 寄生植物の 中で も農林業 に 影響を 与え

る，生 き た寄主 に寄生す る活物寄生性 の 植物 に っ い て 述

べ る ．

　世界的 に は 寄 生 植物は 3000 種位 と され ，それ ら は

］7 科に わ た っ て い るが ， そ の うち農業， 園 芸や 林業に

被害を 与え る もの は表 2 に 示す 8 科の 植物 に 属する．

い ずれ も双子葉植物 で 単子 葉や 裸子 植物 に は 見 られな

い
7），

お もな寄生雑草の特徴

　1． 根寄生性雑草

　根寄生雑草 は ク ロ ロ フ ィ ル を もち ， 光合成も行 な う半

寄 生 植 物 と ク ロ ロ フ ィ ル を ま っ た くもた ず，栄養 を 寄主

に 全面的 に 依存す る全寄生植物 に 分けられ る．

　 1） 半寄生 雑 草

　半寄 生 雑 草 の 中 で は ，
ゴ マ ノ バ グ サ 科 に 属 す る

Striga　ifと Alecta類 の 雑草 が 農作物 に大 きな被害 を も

た らす．5〃噌ω 属 は 35 種類 あ る が Il 種類が 作物 に 寄

生する
1s）．い ずれ も草丈 は 15〜30　cm と小 さい ．お も

な もの を 表 3 に 示 し た．種 子 は 一個 当 り，25，000〜

200，000 粒生産 され，一
粒の 大 きさは O、2〜O．3nlm で

重量 は 7μg と き わ め て 小 さ い ．Striga類 の 中で 最 重

要雑草の Stri
．

aa 　hermOntica は 北 ア フ リ カ の 乾燥地 に

分布す るが ，ア ラ ビ ア の 南西地域や ア フ リ カ の 熱帯域 に

表 2 お もな 寄生雑草

表 1 栄養摂取法 か らみ た植物の 分類 （清水D よ り

抜粋引用）

ゴ マ ノ パ グ サ 科

A ．独立栄養植物

　　L 　光合成植物

　 II・化学合成植物

ハ マ ウ ツ ボ 科

B ． 従属栄養植物

　　L 　寄生植物 （a ）全寄生 （活物寄生，死 物寄生 ）

　　　　　　　　（b｝半寄生 （活物寄生，死 物寄生）

　 IL 　食虫植物 （混合栄養）

　III・共生植物 ， 地衣類 ， 根粒菌と マ メ 科植物

ビ ャ ク ダ ン 科

ッ チ ト リモ チ 科

ヒル ガ オ 科

クス ノ キ 科

ロ ラ ン タ ス 科

（Loranthaccae ）

ヤ ド リギ科

∫師 9σ sp ・（witchweeds ），
Atec〃α sp ．

O〆obanc 乃e　sp ．〔broornrapes），
Aeginetia 　sp ．，　C加 纏 εo卿 α sp ・

丁 加 5跏 駕 sp ．

Thonningia 　sp ．

Cusuta 　sp ．

Ca ∬ ytha　 sp ．

ル 彫y跚 α sp ．，1）endro ♪励 oe 　 sp ・，
J・oranthus 　sp ，

．4rceUt加 bium 　sp ．，「iseum　sp ．

表 3　Striga　ijとお もな寄主作物 （Parker ・Riches7 ） よ り引用）

トウ モ ロ コ シ 　 ソ ル コ
ー　 パ ー

ル ミ レ ッ ト　シ コ ク ビ エ 　 Fonio ＊

　 イ ネ 　 サ トウ キ ビ

S．Jtermon〃tica

∫・asPera

s．プbrbesii
s．latericea
s ．asiatica

s．denSt70ya
∫．angusttfolia
∫．OZtvvinora

S ．mt ｛ltz；t70rα

∫．Pavvz70ra

× × ×

XX

×　×

× ×　×

XX 　×

　 ×

×　×

× X 　 X

×　×

〉く　×

X 　×

×XX

×　×　×

　 ×

× 　X

X 　X

×　 X

×　×

×X

×

×　X

×

X ×

×

×

×　×

×

x

×

＊ Fonio ＝ Dtgitaria　exilis ．

× × x ： 寄生最多，× x ： 寄生中，× ： 寄生少，一
： 不 明．
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図 1Striga α siatica （ナ ン ヨ ウ ヒ メ ノ マ エ ガ ミ）

　　　（竹松哲夫，竹内安智 ： 「世界 の 農耕地 雑草と

　　　そ の 制御」博友 社〉

藩
も及 ん で い る．発 生 面積 は ア フ リ カ だ け で 1000 万 ha

とみ ら れ て い る．お もに 熱帯 の サ ト ウ キ ビに 寄生す る

が ， 温 帯作物 の teff（Eras・rostis　tif）や オ オ ム ギ に も寄

生す る．広葉作物 の 落花生，カ ウ ピ ーや グイ ズ に 寄生 し

た 場 合は 生 育は そ れ ほ ど 良 くな い ．醜 ガ8α hernzontica

は 寄主 の トウ モ ロ コ シが枯れ た あ と数週間を経て も成長

し， 開花す る．野生植物 の オ ヒ シ バ ，ギ ョ ウ ギ シ バ 類 ，

ッ ノ ァ イ ァ シ 類 や タ ッ ノ ツ メ ガ ヤ な ど に も寄生 す る．

　Striga 類 の 中 で も，　∫trigα a・siatic α （図 1）CS世界

的 に も っ と も広 く分布し て い る．ア フ リ カ か ら 東 ア ジ ア

の イ ン ド，タ イ ，パ キ ス タ ン ，中国，オ
ー

ス トラ リ ア ，

さ ら に ア メ リ カ の
一部 に ま で 拡 が っ て い る，Striga・

lte−rmontic α とほ ぼ同様 に ソ ル ゴー， ト ウ モ ロ コ シ ，サ

トウ キ ビ や リ ョ ク ト ウ に 寄 生 す る．野 生 植物 で は ∫．

hevmo” tica よ りもは るか に 多 くの もの に 寄生す 7
」

　
li 作

物 に 寄 生 す る と生 育が 旺盛 で 分枝す る が ，野生植物 に 寄

生 した場 合は 小型 で 分枝 し な い
14）．

　StrigaαsPera は S．加 γ翅 o π痂 α よ りも分布が狭い ．

お もに南 ア フ リカ に 発生す る が，ナ イ ジ ェ リ ア 、カ メ ル ー

ン ，エ チ オ ピ ア な どに も拡 が っ て い る．サ トウ キ ビ ， ト

ウ モ ロ コ シ
， リ ョ ク トウな ど に 寄生 す る が ， タ ッ ノ ツ メ

ガ ヤ ， Cenchrus 類や Brac／ta・ria 類な ど の 野 生植物

に も寄生 す る．Striga　gesnerioittesは 他 の Strigaと は

異な り， 草丈 は 15〜20cm と 小 さく， 吸器 は 塊 茎 状 で

あ る ．ア フ リア で モ ロ ッ コ ，ス
ーダ ン か ら南部 の 南緯

30 度位ま で の 範囲に まで 発生 し カ ウ ピ ー
， タバ コ や 野

生 の マ メ 科植物に寄生する．

　 Alectra　maの 大部分は Stri6・a 　maと同 様 に 半 寄生植物

で あ る．熱帯 ア フ リ カ か ら中国西部 ， フ ィ リ ピ ン ， 南 ア

フ リ カ の 熱帯域 な ど ま で 分布 し て い る．A ．vogei −iiは ，

1950 年代 に ア メ リ カ で 育成 され た カ ウ ピ ー
の rBlack−

ege 」 種が 感 受性 の た め に ，そ れ と ともに 拡 が っ た．お

もに マ メ 科 の 作物 に 寄生す るが ， 野生 の マ メ 科植物 に も

寄生する，一個体で 60 万 粒 も の 種 子 を 生産す る．A ．

ovobanchoides は ア フ リ カ 南部 の サ バ ン ナ 地帯 に 発生す

る．お もに タ バ コ に寄生す るが，多 くの 野生植物 に もつ

く．

　 2） 全寄生雑草

　寄主 の 根 に 寄生す る 全寄生雑草 は ほ とん どが ハ マ ウ ツ

ボ 科櫨物 で，14 属あ り，すべ て ク ロ ロ フ ィ ル を もた な

い ．い ずれ もイ ネ 科植物 に は Striga ほ ど は つ か な い ．

種子 は 大ぎさが O．3　 mm 位，重量は 3〜6 μg で あ る．

作物 に 対す る被害 は Striga ほ ど大 ぎ く は な い が ，一個

体の 種子生 産 量 は 60 万粒と多 く，土壌中 の 寿命が 12 年

位 と長 い の で ， い っ た ん は び こ る と被害が 長い 年月 に 及

ぶ ．最大 の 問 題 雑草は Orobanche 属，　 Aeginetia・属 と

Chr’isk：∬ oη  属 で あ る ．　 Orobanolte属 だ けで も 100

種類あ るが ， 問題雑草は 5 種類で あ る．そ れ らの 寄主

を 表 4 に 示 し た
7）．こ れ らは 適度 の 降雨 の あ る と こ ろや

灌水され る と こ ろに 多 い が ， 空中湿度 の 低 い と こ ろ を好

む，ア ル カ リ性土 壌を 好 む が酸性 土 壌 に も生育す る．い

ず れ も草丈 は 20〜80　cm と 小 型 で あ る．　 Orobanche

rainosa は もっ と も広 く分布 し て お り， お もに 地 中海沿

岸 に 見られ る が ，
ヨ ー

ロ ッ
パ 中央部 ，

ア フ リカ の 東申央

表 4　0robanohe 類 の お もな寄主f乍物 （Foyd ） よ り抜粋引用）

カツ

イ

ラ

セ
コバタ

ガヤ

モ

ジ

イ
トマト 薙

夘
一

認
ク ゜

一
ニ ン 労 カ ブ 　・ マ ワ 1丿

0 ，a・eg ユ
’Ptioa

O ．muteli

O ．cvenata ．

0 ．ceru ％ a

O ．” li・120r’

X × ×

×　X

×　×　×

×　× ×

×　X　X

×　×　×

×　×　×

×　×

×　x

× 　X 　 X

× ×

X 　）く X　×

X 　×　×　　　 X 　×　 X

X　X　×

X 　X 　 Xx

×

　 X

×　× X

× 　×

X × X ： 寄 生 最多，× X ： 寄 生 中 ，× ； 寄生少，一
： 不明．
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図 20 ・
xobanche 　minov （ヤ セ ウ ツ ボ ）

　 　　（出典 は 図 1 に 同 じ）

図 3　 ア カ ク ロ
ーバ ー

の 根 に 寄生 した ヤ セ ウ ツ ボ の

　　　幼植物

　　　い まだ 土壌中に あ り，シ ュ
ートの 展開が な い ．

部と北部 ， 南部 ， さ ら に オ ース トラ リ ア や ア メ リ カ ま で

拡 が っ て い る．草丈は 10cm 位 と小型 で 分枝 しな い ．

お もに 広葉植物 の ナ ス 科 ， ア ブ ラ ナ科 ，
マ メ 科や キ ク科

の 作物 の ほ か に 多種類の 野生植物 に も寄与す る が ， ト ウ

モ ロ コ シ や ネ ギ に もっ く．O ・robanche 　aeg ，
IPticum

は

0 ．ramosa に 似 た 性状を示 す が 分 布 は は る か に 狭 い ．

ヨ
ー

ロ ッ パ 南部 の ほ か に ア フ リカ北東部と中東部 で あ る

が ， 旧 ソ 連 の 南部や ア フ ガ ニ ス タ ン ，パ キ ス タ ン や イ ン

ド北部 に も見 られ る ．ヒ マ ワ リ，カ ラ シ ナ ， ウ リ 類，ナ

ス や トマ トな ど に 寄 生 す る．0．minor （図 2，3）は 0．

ramosa 　 ・P　O ．　aegyPticum ｝こ くらべ ，温 帯 域 に 多 い ．

ヨ
ーロ ッ

パ 北東部 の ほ か に ア フ リ カ南部か ら東部 ， オ ー

ス トラ リア ，
ニ ュ

ージ ーラ ン ドや ア メ リ カ に ま で 拡 が っ

て い る．お もに ，マ メ 科牧草に寄生す る が ，キ ク 科 ，ナ ス

科や セ リ科な どの 植物 に も寄生す る ．イ ギ リ ス で は か つ

図 4 　 リ ク トウ の 根 に 寄生 した ・4eginetia

　　　indica （ナ ン バ ン ギ セ ル ）

て サ ブ テ レ ニ ア ン ク ロ
ーバ ー

に 大きな被害があ っ たが ，

近年は O ．mino ・
r の 開花期 に 繰 り返 し刈取 や 収穫をす る

こ と で種子生 産量が減 り，被害が激減 した ．0 ．cren α ta

は お もに 地中海沿岸地域 に 見 られ る が，中東か ら イ ラ ン

に まで 拡 が っ て い る ．マ メ 科 ， と くに ソ ラ マ メ に 寄生 す

るが ，セ リ科，ウ リ科，キ ク 科 な どの 作 物 に もっ く，0 ．

ceruna は 0 、　mi ” or と 0 ．　cumana に 酷 似す る． ヨ
ー

ロ ッ
パ の 中 東 部 ，南 部，中 近 東 ，ア フ リ カ 北 部，タ ン ザ

ニ ア ，ウ ガ ン ダや ニ ジ ェ
ー

ル な どの 乾燥地 に 分布 し ， ト

マ トや ナ ス な ど に 寄生す る．ま た cumin （Cttminum

6ッ，痂 嬲 褓 ）へ の 寄生 は カ ラ シ ナ の 混作 で 著 し く減 る．

Ae8inetia類 に は A ．indica（ナ ン バ ン ギ セ ル ， 図 4），

A ．Peduculα ta と A ．∫曜 訪 瞬 ω 」α が あ る ．い ず れ も

ク ロ ロ フ ィ ル を もた ず，全寄生性 で あ る．A ．indicaは

イ ン ド，中国，日本 フ ィ リ ピ ン ，イ ン ド ネ シ ァ に 分布

し， サ トウ キ ビ，イ ネ ， トウ モ ロ コ シ や ソ ル ゴ ーな ど ，

お もに イ ネ科植物 に 寄生す る
15 ）．

　2．茎寄生性雑草

　茎寄生性雑草 の 代表的な もの は ヒ ル ガ オ 科 の CUS ：uta

（ネ ナ シ カ ズ ラ ）類 で あ る．Cuscuta類 は 時 に は Cuscuta

科 と して 扱われ る場合 もあ る．ク ロ ロ フ ィ ル をわず か に

もっ が 光合成 は 無 視 で きる ほ ど 少 な い ．茎 が 寄 主 の 茎 に

巻 ぎつ い て 吸器 を 挿 入 L，水 と栄養 を 奪 う，100〜200

種 類 位 あ る が
16 〕

， 重 要 な もの は 10 種 類 位 で あ る．
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　 　 　 　 　 　 い β 一

　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　丶

〆

，

一 爵掣
ダ

騨慧 新
　　　　　　　　　　

．

瑳／
　　　　　　　　　　凶
　　　　　　　　　／
図 5Cuscut α 知ρo 航 α （ネ ナ シ カ ズ ラ ）

　　　（出典は図 1に 同 じ）

害 を 与 え る
2°，Zl ）．

　 ヤ ド リギ 科 に は 74 属 1000 種類 も の ヤ ド リギ 類 が あ

るが，こ の うち ， 30 種類位 が有用木に寄生す る
22’24）．

A 　myema 　maは お も に ア フ リ カ に 分布 し ，
モ モ ，ヤ ナ ギ，

プ ラ ム ，オ リーブや ユ
ーカ リな どに 寄生す る．9undro−

Pthoe類 は ア フ リ カ と ア ジ ア に 分布 し ，
マ ン ゴー

7 カ ン

キ ツ，ユ
ー

カ リや リ ン ゴ など に寄生する．Loranthus

類 は ヨ ーロ ッ パ に 分布し，オーク 類 に 寄生す る．Vis−

caceae 科 は 熱帯か ら 温 帯 に 広 く分布す る．ヤ ド リギ は

ヨ ーロ ツ パ に 分布 し， リ ン ゴ
， ナ シ ，

マ ツ ， モ ミ ， ポ プ

ラ や カ キ な ど に 寄 生 す る．A ・vceuthobinm 類 は ア メ リ

カ で マ ツ 類や ダグ ラ ス モ ミ などに 寄 生 す る．ロ ッ キ ー山

地 で は 50％ 以上 の 木 が こ れ に 冒 され て い る とい う．

寄生植物の種子発芽
C ％ souta 　a ％ stralis （マ メ ダオ シ ）や C ．　chin θnsis （ハ マ

ネ ナ シ カ ズ ラ ）と性状が よ く似た 0．camPestris は ，も

と もと北 ア メ リカ に あ っ た もの が南 ア メ リ カ ，
ヨ
ーU ッ

パ ，中東，ア フ リカ 南東部 ， ア ジ ア や オ ース トラ リ ア な

どに 拡が っ た と さ れ て い る
1η ．茎 は オ レ ン ジ 色ない し黄

色 で ，

一日 に 8　cni も伸長す る ，ル ーサ ン
，

ニ ガー
，

ア

ス パ ラ ガ ス ，ニ ン ジ ン，ジ ャ ガ イ モ ， トマ トや キ ク など

に 寄生す るが ， 時に は イ ネ科作物や コ ーヒ ーな どの 木本

植物， あるい は野生 の ヒ ル ガ オ 科 や キ ク科 の 植物 に もつ

く．ル ーサ ン は C．cam 少estris に 寄生 さ れ る と 地上部

重量が 60％ も減少す る，こ れ は単に栄養分が奪わ れ る

だ け で な く， 何ら か の 植物毒性 の あ る 化合物 が 寄生者か

ら来 るた め で は ない か とみ られ て い る ．C ．　reflexa は ア

フ ガ ニ ス タ ン
， ネ パ ール 、パ キ ス タ ン や イ ン ドなどに 分

布 し ， コ ーヒ ー
， カ ン キ ッ 類や モ モ な ど の 木本植物に 寄

生する
18）．C．　juPonica（ネ ナ シ カ ズ ラ ， 図 5＞は 日本や

中国に 分布し ， ジ ャ ガ イ モ
， ナ ス な ど の 草本や 木本植物

に も寄生 す る
19 ＞．そ の ほ か に C ．grornovii ，　 C ．　chine −

nsis ，　C ．　australis や C ．少ent αgona （ア メ リ カ ネ ナ シ

カ ズ ラ）などがあ る．ク ス ノ キ 科 に 属す る ス ナ ヅ ル は，

Cusoula 類 に 似 て い る が 葉 を もた な い ．茎 に は か な り

の ク ロ ロ フ ィ ル が 含まれ ， 黄色〜緑色 を 呈 して い る．中

南米 の 熱帯域 に分布 し，イ ネ 科，広葉植物 ， シ ダ 類や 木

本植物に も寄生す る
T）．

　 3．樹木 の 幹， 枝寄生性木本植物

　 こ れ に 該当す る ヤ ドリ ギ類 は ，
z 一ロ ッ パ で は ク リ ス

マ ス の 飾 り に 使用 され る ，ヤ ド リギ は 本来 Iiiscum

album （ヤ ド リ ギ）を 指 した が ，現 在 で は Loranthaceae

や 翼 5脇 0毋 の 植物も含め て い る．こ れらの 植物 は ク ロ

ロ フ ィ ル を もち 光合成 を 行 な うが，果樹，造 林木や 観賞

仁の 幹や枝に寄生 し て 水 と栄養を奪 い ， 生育 に大きな 被

　寄生植物 の 種子 は 結実後，一定期間，長 い 場合は 数 か

月 か か っ て 後熟 が 終了 し ， 発 芽 可能 に な る．Strigα 類

の 顴子発芽 は 通常寄主 の 分泌す る物質に よ っ て 誘導 さ れ

る が ，非寄主植物 の ワ タ の 根か ら と ら れ た ス ト リ ゴ ー
ル

（strigo1 ）（a ）の ぎわ め て 低濃度 の 1〔｝−15　M 溶液処 理 に よ

っ て も誘導 さ れ る （図 6）
ss ）．ス トリ ゴ ール 誘 導体 の GR −

24 （b）などもほとん どの Striga類に 対 し て 活 性を示

す．寄主の ソ ル ゴ ー
の 根か ら と ら れ た ソ ル ゴ レ オ ン

（sorugoleone ）（c ）の dihydroquinone 型 は 高 い 発芽

誘導活性を 示すが ，酸化型 は 活性 を 示 さ な い
2e，27）．ソ ル

ゴ ー
か らは ス トリ ゴー

ル に 類似 の 化学構造を有す る ソ ル

ゴ ラ ク ト ン （sorgolacton ）（d）が 単離，同定 され た
28〕．

こ の 化 合 物 は S．asiat
’ica

，
　 S．　hermontica，　 Alectra

vogelii や Orobanche 　aegyPtica などの 種子発芽も誘導

す る．ソ ル ゴー，ミ レ ッ ト， トウ モ ロ コ シ や カ ウ tf　一一の

根か ら得 た 粗抽出物 の 発芽促進活性 は 感受性品種 で 著 し

く高 か っ た
19 ），Alectra　vogelii の 種子 発 芽 誘 導物 質 と

して カ ウ ピ ーか ら と られ た ア レ ク トロ ール （alectoro1 ）

（・）は ，
5’噌 齢 棚 ・ntica を 除 く多 くの 5〃ゆ 類 の

種子発芽に も有効 で あ る
se）．し か し ト ウ モ ロ コ シ か ら

∫師 gα 類 の 種子発芽誘導物質は い ま だ と ら れ て い ない ．

多 くの Striga類 の 種子発芽 は エ チ レ ン に よ っ て 誘導さ

れ ，
1一ア ミ ノ シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ポ ン 酸 （ACC ）か らエ

チ レ ン へ の 生成系 の 阻害剤 に よ っ て ス トリ ゴ ール とそ の

関連化合物 の 作 用 が 大 き く阻害 され る こ と か ら，ス トリ

ゴ ール 類の 種子発芽誘導作用 に は エ チ レ ン 発生 の 介在 が

考え られ る よ う に な っ た
22）．

　ほ とん どの 0 ／obanche 類 の 種子発 芽 も寄主植物 の 根

分 泌 物に よ っ て 誘導され る．ス ト リ ゴー
ル とそ の 関連化

合物 の GR −7 と GR −24 が 56吻 α 類 と O 〆obanche 類
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図 6　寄生 雑 草 の 種 子 発芽誘導物質 （UNe ） と吸器形成誘導物質 （f）

の 種子発芽を誘導す る こ とか ら ， そ の 物質 は ス トリ ゴー

ル 関 連化合物の 可能性 も高い
31）．ア カ ク ロ

ーバ ー
の 根か

ら分泌 さ れ る 0 ．mi ” or 種 子 発芽誘導物質は ，
ス トリ

ゴー
ル あ る い は ア レ ク ト ロ

ー
ル の 関連化合物 とみ られ て

い る
32）．現在ま で Orcbanche 類に寄生す る植物か ら種

子発芽誘導物質の 単離 ， 同定に 成功 し て い な い の は ， 活

性物質が きわ め て 微 量 で あ る こ と や 不安定で あ る こ と な

ど の 原因 が あげ られ る．

　 こ れ らの 発 芽誘導物質 は ，土 壌中 で は 土 壞 コ ロ イ ドへ

の 吸着や 微 生物分解な どの 原因で ，寄主 の根か ら数 ミ リ

メ
ートル の 範囲に しか 届 か な い

33）．

　Aegi72etia　reの 種子 は シ ャ
ーレ 内で は寄主な しで も発

芽 で き るが ， イ ネ な どの 寄主 の 根分泌液の 投与で 促進 さ

れ る （竹内 ， 未発表）、しか し ， 土 壌中で は 寄主 が あ っ て

も容易 に 発芽 しな い ．ネ ナ シ カ ズ ラ 類 と ヤ ドリ ギ類 の 種

子 は 寄主な し で 発芽す る ．

コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ

　 5triga　taと Oroba” che 類 の種子 は 湿潤 ， 適温 下 で一

定期間，前培養 され て 初 め て 発 芽誘 導物質 に 反 応 す る，

こ の 前 培 養 は pre −conditioning ま た は 単 に condi −

tioning （コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ）と 呼 ば れ る
34）．コ ン デ ィ

シ ョ
ニ ン グ の 期 間 は Striga 類で は 25〜30℃ 下 で は

1〜2 週 間
35）， Oroba77che類 で は 20〜25℃ 下 で 2 週

間位 で あ る
4）．しか し Stri，ga　gesncrioides は 5〜6 週

間 と 長 い ．温 度が 高い と ， 発芽 は 早ま る が，揃わ な い ．

コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の 期間が 長 い と種子 は 二 次休眠 に 入

る
3fi〕、 こ れ は wet 　 dQrmancy あ る い は secondary

dormancy と呼 ば れ る ．コ ン デ ィ シ ョ
ニ ン グ期間申に

種子 か ら阻害物質 の 漏 1［13T・3S），種皮，膜や 組織内の 透 過

性の 向 上
39・4°）

， あ る い は 発 芽 誘導物質 の co イactor の

生成
41 ）

などが 提 唱 され て い る．光は ほ とん どの Striga

類 お よび Orobanche 類 の 発芽 と コ ン デ ィ シ ョ
ニ ン グ に

阻害的で あ る が 38・42），と くに 後 者 に は 著 しい 阻害が あ

る
39 ）．赤 色 光 が 阻害的で あ る の に 対 し て 近 赤外光 は そ の

阻害を 回復す る こ と か ら ， フ ィ トク ロ
ーム の 関与 が 示唆

され て い る
4°，軌 Striga・　asiat ’icaの 種 子 発 芽 を 誘 導 す

る エ チ レ ン や ス ト リ ゴ ール 類 が コ ン デ 1 シ ョ ニ ン グ の 始

め の 段階 で種子 に 与え られ る と，コ ン デ ィ シ ョ
ニ ン グが

阻害 され る た め ，そ の 後に 与え られ た 発芽誘導物質 に は
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反 応 しな い ．コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グに 対 して サ イ ト ガ イ ニ

ン 類 は 促進す る か ，あ る い は コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の 途 中

で 40・−50％ 発芽 を 誘導す る もの の ， 残 りの 種 子 に 二 次

休眠を 誘導す る た め ， その 後与え られ る発芽誘導物質 に

対 す る 反 応 が 低 下 す る
44）．ジ ベ レ リ ン は 種子 の 透 過 性 が

悪 い た めか ， 何 らの 作用 も示 さな い ，ブ ラ シ ノ ス テ ロ イ

ドは 10− 【5M
の 低濃度 で コ ン デ ／ シ ョ

＝ ン グ を 促進 し，

そ の 期間を短 縮す る が ，
コ ン デ ィ シ ョ

ニ ン グ後 に 発芽誘

導物質 と併用 され る とそ の 効 果 を 高め る
39，鋤 ，

　 Orobanche 類 の 種子 の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ は ジベ レ

リ ン に よ り促進 さ れ
4S，46｝，ジ ベ レ リ ン 生合成阻害剤 に よ

っ て 阻害 され る こ とか ら コ ン デ 4 シ ョ
ニ ン グ中 に ジ ベ レ

リ ン が 生合成 され る もの と考え られ て い る
4V ）．次亜塩素

酸塩 類 も促 進 す る．ブ ラ シ ノ ス テ ロ イ ドは 単用 で も促進

す るが ， ジベ レ リ ン とは 構乗的 に 促進作用 を示す．また

コ ン デ ィ シ ョ
ニ ン グ を 終 了 した 種 子 に 発 芽誘導物質 と一

緒 に 与え る と， そ の 活性 を著 し く高 め る．こ れ に 対 し て

エ チ レ ン は コ ン デ ィ シ ョ
ー＝ ン グ を 強 く阻 害 す る （竹内，

未発表）．また ， ジ ベ レ リ ン と ブ ラ シ ノ ス テ ロ イ ドは と

もに コ ン デ ィ シ ョ
ニ ン グ に 対す る 光の 阻書作 ；Eを 回復す

る
39）．ナ ン バ ン ギ セ ル 種子 は コ ン デ a シ ョ

ニ ン グ をせ ず

に ， し か も発芽誘導物質の 供給 もな しで 発芽す るが ，

一

定期間水ま た は ブ ラ シ ノ ス テ ロ イ ドで 前培養 し て か ら ジ

ベ レ リ ン ，IAA あるい は寄主 の 根分 泌液 を 与え る と高

い 発 芽率 が 得 られ る （竹 内 ， 未発表）．なお ，
・4e

．
ainetia

類 の 種 子 に 対 して も光 は 阻害的 に 作用す る．一
方 ， ヤ ド

リ ギ 類 の 種 子 は 光 の 存在 下 で の み 発芽す る
4S ）．

寄主植物へ の 付着 ， 吸器 の 形成と侵入

　5t・nlga 類 の 幼根 は 屈 化性か 何 ら か の 指令 に 従 っ て 寄

主 の 根 に 辿 りつ き接触す る と ， 伸長を停止す る
49 ）．その

後寄主 か ら分泌され る 物質 に 反応 し て 根 端 が 発 達 し，

haustrium （吸器 ， 吸収根）を 形成す る
5°）．幼根 が 吸器

形成物質 に 反応 で きる の は 発芽後 4 日位 の 間で ，高温 ド

で は わ ず か 2 日 で あ る．Striga　as ・i・at’ica の 吸器形 成 物

質と し て ソ ル ゴ ーの 根 か ら 2，6−DMBQ （2，6−dimeth −

oW −p−benzoquinone ）  が 単 離 ， 同 定 さ れ て い

る
26・5t）．寄主 の 根 に 接触す る と，寄生 植物 の 幼根が ラ ッ

カ
ーゼ を 含む さま ざま な 酵素を 分泌 して フ ェ

ニ ル プ ロ パ

ノ イ ドの 前 駆 物質 に 働きか け ，2，6−DMBQ の 生 成 を 促

す ，そ の ほ か ，∫．asiat
・ica と S．加 槻 o 漉 侃 で も フ ェ

ノ ール 類や フ ラ ボ ノ イ ド類 も，上記 の 酵素に 働 きか け る

こ と に よ っ て 2、6−DMBQ の 生 成 を 誘導 す る
26・52）．チ

ジ ァ ズ ロ ン を含む サ イ ト カ イ ニ ン 類 も吸器形成 を 誘導す

る
53）．

　Striga　taは 吸器を形成す る と ， そ こ か ら根 毛 様 の 器

官を発達 させ て 寄主 の 根に 強力 に 付着す る ．そ の 後，吸

器 の 先端 の 細胞 を発達 させ ，特殊な酵素 を分泌 し ， 寄主

の 根 の 皮層や内皮 の 細胞 を分離，破 壊 し な が ら伸長す

る ， こ の ように し て 吸器 が寄主 の 維管束 に 60 時間位か

か っ て 入 り， 導管 同 志 が結合す る ．大部分 の Stviga 類

で は 最初 に 形成 され た 吸器 は 1−・2mm 位 の 大き
F
さに と

ど ま る．そ の 後，そ の 基 部か ら不定根 が形成 され，それ

か ら 二 次吸器 が 形成 され る．こ の よ うに して 最終的 に は

一
個体 の 寄生 植物 か ら 数 百 本 も の 吸器が 形成さ れ る，

A ．即 gβ漉 と S．gesnerioidesで も寄主 植物 の 根 で 導管

同 士 が 結合す る が ， こ れ ら の 植物は 寄主 の 篩部 の 発達 も

促 し ， さらに 自身の篩部要素も分化，発達 し ， 吸器 の 篩

部 同 士 が 柔組織 を 橋 に し て 結合す る 賊 A ．vogegii で も

吸器を寄主 に 挿入 した 後 ， そ の 基部 が 膨化 し て 不 定 根 を

出 し，そ の 後 か ら 第
一

葉を分化 し，種 皮 を 破 っ て 現れ

る．0 ／ obanche 類 で も， 幼 根 が 寄 主 の 根 に 到達す る た

め に は ， 屈化性 が 関与 し て い る もの とみ られ て い る
5S）．

寄主 の 根 か ら分 泌 さ れ る 物質 に 反応 し て 吸器を 形成する

が，こ の物質 は い まだ 単離 ， 同定さ れ て い な い．吸器 は

寄主 の 根 の 細胞間 を 伸長 して 進 み ，最終的 に 篩部同士 が

結合す る
56 ）．0 ．aegyPt ・icaで は 吸 器が 形成 され て か ら

1〜2 週 間 か か っ て シ ュー
ト が 分 化 し，や が て 出芽す

る
57）．

　ナ ン バ ン ギ セ ル は 発芽後，根毛状 に 突 ぎ出た 巻 きひ げ

を 出し，寄主 の 根 に 接触す る と 寄主 か ら分泌 され る 物質

に 反応 して 芽 生 の 成 長 が 開 始 し，球 状 の 塊茎 に 発達 し て

第
一一

次 吸 器 を 分化す る
5B）．

　 C 鰯 oz吻 類で は ， 土 壌中 か ら現 れ た シ ュ
ートが 光の

存 在 下 で 先端 を時計 と反対回わ りで 回転 しな が ら伸長 し

て ，寄主 を 探す
59）．C．　camPestris で は シ ュ

ートを 3cm

位伸長 させ る こ とが で き ， 寄主 に 辿 り着 くま で少な く と

も 8 日 位 は 生 存 で ぎ る．そ の 後 ，土 壌中 に あ っ た 根 に

相当す る部分は 自然に 枯死す る．シ ュ
ートは 寄主 の 茎 に

接 触 して か ら 3 回巻 きつ く。青色 光 と 近 赤外光 は こ れ

を促進 し， 赤色光 は 阻害する
e°）．次 い で ， 茎 に 巻ぎつ く

こ と に よ っ て 接触部分 に 吸器の 原基 が 生 じ る．こ れ は 接

触 よ り も巻 ぎつ くこ と に よ っ て 促 され る
61）．エ チ レ ン 作

用阻害剤の BHQ （bicyclo［2，2，1］hepta −2、5−diene ）1ま

寄生 性 （巻 ぎっ ぎ性）を 阻害 し た
e2｝．そ の 後 ク チ ン を 分

泌 し て 寄主 の 茎 に 結合 し
S3 ）

， 寄主 か ら来る サ イ トカ イ ニ

ン な どに よ っ て 吸 器 を 形成す る
fiエ）．そ し て 最終的に篩部

と寄主 の 導管が完全 に 結合す る と ，
シ ュ

ートに 芽 が 形成

され る．

　 ヤ ド リギ類 の 果実 は 粘着性が あ り，鳥 に よ っ て 運 ば
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れ ， 樹木 の 枝などに よ く付着す る．大部分 は 光 の 存在下

で 発芽 し，樹皮 に 接触 し て 付着器 （通常 の 植物 の 幼根か

下胚軸 に 相当）を形成 し ， 強 く付着す る．そ の 後，酵素

の 分泌 と機械的 プ レ ッ シ ャ
ーに よ っ て 樹皮 に入 り，最終

的 に 導管同士 が 結合 し た 後 ，シ ュ

ー
トが 形成 され る．第

一
次吸器 の 基部か ら第 二 次 吸器が 発生 し，それ らも導管

と結合す る
64）．

閉 じない ．多量 に 含まれる カ リウ ム とサ イ トカ イ ニ ンが

大 ぎ く寄与 して い る の で あ ろ う
75 ）．無機物 も選 択的に 吸

収さ れ る もの とみ ら れ ， カ リ ウ ム は 寄主よ り も 13倍多

く，高 い 浸透圧 の 維持 に 機能 し て い る の で あ ろ う
64）．ヤ

ド リギ 類 で は 窒素 の 存在形態 は お もに 有機態 窒 素 か ア ン

モ ニ ア 態 窒 素 で あ る．

寄主植物 に お ける生理 ， 生化学的変化

寄主植物からの 栄養分と水の 吸収

　寄生植物 の 吸器 は寄主 の 維管束と結合し，摂取 し た栄

養分を柔組織で 生化学的 に 組み 替え る こ と が で ぎ る．

Striga　tsは 窒素化合物を ア ミ ノ 酸 や ア ミ ド と して摂取

する
G5）．∫．　hermontica の 場合， 寄主 の糖類 が グル コ ー

ス
，

フ ラ ク ト
ー

ス や シ ュ ク ロ
ー

ス などで マ ニ ト
ー

ル を ま

っ た く含 ま な い とぎ， 自身 で は 糖 類 が 5 倍多 く，し か

も大部分が マ ニ ト ー
ル で あ る

66 ）．S ．　hevmontica で は

1℃ を使 っ た 研 究 で は 全 有機態 窒素の 35 ％ が 寄主 か ら

来た もの で あ っ た
6〒）．寄主 か ら寄 生 植物 へ の 炭水化物 や

窒素化合物 な ど を 含 む溶液 が ス ム ーズ に 流 れ る の は ，浸

透 圧が 寄生 植物 で 著 し く大 ぎい こ と に よる．寄主 の 窒素

レ ベ ル を 高 め る と 寄生 植 物 に よ る 被害 が 低 減 す る の は ，

両者の 浸透圧 の バ ラ ン ス に 影 響 す る た め で あろう
6S ）．

5翻 gα 類 で は 気孔が暗黒下で も乾燥 下 で も閉 じ る こ と

が な く， 蒸散 が 連続 し て 行 なわれ る ．気孔 は ABA を

与え て もま っ た く閉 じな い
69・70）．

　Orobanohe 類 で も寄主 か ら栄 養分 を含 む溶液が 連続

し て 運 ば れ て くる．こ の 場合も溶液 の 流れ は 両者の 浸透

圧 の 差 に よ っ て 生 じる ．Orobanche 類 の 場 合 も寄主 に

は ない マ ニ ト
ー

ル が 多 く含 まれ る ，マ ニ ト
ー

ル は 相補性

の あ る 溶質で あ り ， これ に よ っ て 諸酵素の 変性を 防い で

い る の で あ ろ う
T1 ）．　 Ovobanche 類 は デ ン プ ン を多 く集

積 して お り ， 寄主が 枯れ て も長 く生 き続け られ る ．た と

えば ， O ．　c・xen αta で は 寄主 の 地 ．ヒ部 が 収穫 さ れ た 後 ，
6

週 間 も成長 を 続け，種子 を 生産 した
T2 ）．　 O ・robanohe 類

は 硝酸 還 元酵素を もた な い の で，硝酸態窒素 の 利用 が で

ぎな い ．ア ン モ ニ ア 態 窒素 の 代謝 は ， グル タ ミ ン 合成酵

素 に 依存す る ．寄主か ら摂取す る 窒素 は ，ア ミ ノ 酸 や ア

ミ ド類 で あ る
71）．

　 Cusczata　vaで は 炭水 化 物 を 寄 主 か らシ ョ 糖 の 形 で 取

り入 れ る．栄養分を含む溶液は大部分 ， 導管を 通 じ て 運

ば れ て くる
TZ ）．

　ヤ ドリ ギ類 で も，気 孔 は常時開 孔 して い る の で ， 蒸散

量が 多い
U ）．浸透圧が 大 ぎく，栄養分 を 含む溶液 が 容易

に 流れ て くる が ， こ の 場合 で も溶質 は 選択的 に 取 り入 れ

ら れ る． ヤ ド リギ類 で も，ABA が与え ら れ て も気孔 薺

　寄生植物 に 冒され た 植物 は 水と栄養分 を多量に 奪われ

る だ け で な く， 光合成も阻害を受け ， 全体に 淡緑化 した

り，あ る い は 部分的 に 褐変する．S．　Jtermonticaに 冒され

た植物 で は 内生成長物質 で あ る サ イ トカ イ ニ ン と ジベ レ

リ ン の 含量が 著 し く低下す る の に 対 し て ，
ABA と フ ァ

ル ネ ソ
ール （farneso1）の 含量 は 増大す る

〒6）．　Striga類 に

冒 さ れた 植物 の 地上部は 弱体化す る の に 対 し て ，地下部

は 増大す る
7T ）．た と え ば ，植 え 付け後 7 週 間を 経 た 健全

な ソ ル ゴ ーの 地 上 部 と地 下部 の 比 は O．25 で あ る と き，

S．hermonticα に 冒 され た植物の そ れ は 0．61 に増加 し

た．ま た 植 え付け 10 週 間 後 の 健全 植物で 0．35 で あ っ た

とき，5．asiatica に 冒され た 植物 で は 0．9 で あ っ た．こ

の こ とは ， 寄生植物 が 水 と栄養 を 摂取 しや す い よ うに ，

寄主 の 根 の 構造を変化 させ た もの とみ ら れ る．寄主植物

は ， 寄 生 植物 が 土壌表面 に 現れ る前 か ら 甚大 な 影響を受

け る．Alect・ra　vogelii に 寄生 され た カ ウ ピ ーは乾燥下 で

と くに 大きな 影響 を 受け ， 生 育は 遅 延 し ， 開花，結実 と

も不良に な る ．全 生 育期間の 大部分を 土壌中で 過 ご す 全

寄生 性 の O ・robanche 　M に 寄生 され た 植物 は，多量 の 水 と

栄養分を 奪わ れ る だ けで な く， 二 酸化炭 素の 取 込 量が 減

少 し，光合成量 も激減す る ．ナ ン バ ン ギセ ル に 寄生 され

た 値物 で は 草丈 が 低 く，穂 も短 く着粒数 も減少す る
1
・
7fi）．

　 Cuscuta 類 に 寄生 され た 植物 で は 水 と光合成量の 減

少 は そ れ ほ ど大 き くは な い が ， 多 量 の 栄 養 分 を 奪わ れ

る．さ ら に寄生 植物 か ら ABA が 流入 す る の で 花の 成

長や 着果が 不良 に な る
79 ）．ヤ ド リギ 類 に 寄 生 され た 樹木

で は 水 の 損失が大 ぎく，乾燥下 で は 甚大 な被害 に な る．

四 56躍 π αJbum に 冒 され た
i
）ン ゴ の 樹 は 維管束 が 破壊

され て 枯れ る こ と も あ る
so）．ヤ ドリ ギ類 は サ イ トカ イ ニ

ン 類 の 生成量が 多 い た めか ，吸器が 接触 し て い る 周辺 に

異常成長が 起き る こ と もあ る
el ）．サ イ トカ イ ニ ン は 栄養

分や 水 の 集積 に 寄与 し て い る の で あろう．Aruceutho−

bium 類 は 吸器を 形 成 して か ら シ ュ
ートを 展 開 す る ま で

長 い 則間 を 要す る の で，寄 主 の 栄養分 の 損失が 大ぎい ．

ク ロ ロ フ ィ ル 含量が きわ め て 少な く，そ の 後 も栄養分を

奪い 続 け る の で ，こ れ に 冒 され た 寄主は 樹 脂 の 含量 が 低

下 ， 害虫 の 被害を 受 け や す くな る
75）．
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寄生雑草 の 内生成 長 調 節物質

　寄 生 雑草 は 寄主 の 根や 茎 を 通 じて 栄養 の 摂取 だ け で な

く内生成長調節物質 も大き く依存 し て い る もの とみ ら れ

る が，こ う し た 観 点 か らの 報告 は 少 ない ，S．α siatica

は 豌 罐 初 の 実験 で 成長 に サ イ ト カ イ ニ ン の 添加 が 必

要 で あ り
82），成長物質の 寄主 へ の 依存度が大きい こ とが

うか が われ る．ヤ ドリ ギ類の z1 嬲 押 魏 α で は ，サ イ トカ

イ ニ ン を寄主 の ユ ーカ リに依存 し て い る もの とみ られて

い る
e3）．

　最 近，ヤ セ ウ ツ ボ と寄主 の シ ロ ク ロ
ーバ ーの 内生 ジ ベ

レ リ ン が 調べ られ た
84 ）．二 つ の 植物に GA4 ，　 g，12 ，1e ，20，

24，44 が ，ヤ セ ウ ツ ボ に は GA ，，4，・9 ， 20 ， 44 が含まれ

て い た．そ し て GA “ は 双方 の 植物で 著し く多か っ た．

こ の ほ か ヤ セ ウ ッ ボ で は，寄主 に は な い GA3g，47，5s

も認 め られ た．こ の うち ， GASB ， 58 は 高等 植物 に は 同

定例 の 少な い もの で あ る．こ の こ と か ら，ヤ セ ウ ツ ボ の

GA 類は 主 と して寄主か ら来て い る とみ られ るが ， 自身

で も生合成 し て い る こ と が 示 さ れ た，ま た ヤ セ ウ ツ ボ に

は ABA と IAA が多量 に 含まれ て い た
ss・eE）．　 イ ネ と

ス ス キ に寄生 した ナ ン バ ン ギ セ ル の ジ ベ レ リ ン も調べ ら

れ た ，お もに GA4 ，
　 g，

　 li， 24 ， 25， 37 が検出 されたが ，

イ ネに は ま っ た く存在 しな い GA ，2 が多く含まれ て い

た
ss

・
se）．

寄生雑草 の 防除

　 1．耕種的防除

　寄生 雑草は 防除が困難なた め ，以前 は い っ た ん こ れ に

汚染 され た 畑 は 10〜20 年 も休耕 にす る か ，あ る い は寄

生雑草に 冒されない 抵抗性作物が 栽培さ れ た ．さ らに ト

ラ ッ プ ク ロ ッ ビ ン グ （trap −cropping ）や キ ャ ッ チ ク ロ

ッ ピ ン グ （catch −cropping ｝な ど に よ っ て ，埋土 種子

数 の 減少を は か る こ とも行なわれ た． トラ ッ プ ク ロ ッ ピ

ン グの 場合 ， た と えぽ ， 真 の 寄生 植物 で は な い ワ タ は

Striga類の 種 子発芽 を誘導す るが，こ れ に 寄生 され な

い の で ，自殺 に 追 い 込 む こ と が で きる．キ ャ ッ チ ク ロ ッ

ピ ン グ は 早期 に寄主 作物 を栽培 して 寄生雑草 の 種子発芽

を 誘導 ， 寄生 させ た 後，それ らの 種子 形 成 前 に 作 物 を 収

穫す る か ， ま た は 収穫せ ず に 畑 に 耕ぎ込む もの で あ る．

ま た ミ ッ ク ス ク ロ ッ ピ ン グ （mix −crQpping ）は，た と

え ば ， Striga類 の 汚染畑 で ト ウ モ ロ コ シ を 栽培す る 場

合，カ ウ ピ ーと一緒 に 栽培す る こ と に よ っ て 被害が 軽減

され る ．し か し ， 寄主 の 発芽誘導効果は そ の 根の 数 ミ リ

メ
ートル の 範 囲 に しか 及 ぽ な い の で，埋 土 種子は それ ほ

ど減少 し ない ．

　高温下で の ポ リエ チ レ ン マ ル チ は 種子の 死滅 に 有効 で

あ る が ， 広 い 面積で の 利用 は 困難 で あ る．

　Striga　asiatica や 5翻 8 印 加 繝 ω 漉 昭 に か な り抵抗

性 の あ る ソ ル ゴ ーや ト ウ モ ロ コ シ の 品種が い くつ か 見 い

だ され て い る．そ の 抵抗性 の 原因 は 吸器が寄主 の 皮層 ，

また は 内皮まで しか 届 か な い か，あ る い は 通 導組織に 達

して も十分成長 しない な ど さま ざま である
87）．S．　her−

inontica に 対 し て 感受性 の ソ ル ゴ ーで は ，根 の 細胞壁

の 変化 ， と くに セ ル ロ ース 様物質 の 遊離が 見 られ た の に

対 し て ，抵抗性 の ソ ル ゴ ー
で は ， 細胞壁 に セ ル ロ

ー
ス 様

物質 の 多量 の 沈積が 見 られ た
8T）．し か し ， こ れ らの 抵 抗

性 の 程度は 不完全 で あ り，Striga類 の 種 類 や 地域が 異

な る と必ず し も安定 した 効果を示 さな い ．Aiectra 類 で

も完全 な抵抗性品種 は 見 い だされ て い な い ．A 　9ect・ra 類

の 多い とこ ろで は カ ウ ピ ーだ け で な く，バ ン ブ ラ が ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン さ れ る．Striga　gesnerioidesの 多い と こ ろ

で は ，
カ ウ ピ ーの 代 わ りに 非寄 生 植物 の ラ ッ カ セ イ を 栽

培す る か ， トラ ッ プ ク ロ ッ プの パ ン ブ ラ とパ ー
ル ミ レ ッ

トの 閲 作 が 奨 励 され て い る が，ア フ リ カ で は カ ウ ピ ーが

ホ ウ レ ン ソ ウ の 代用 と し て 食 さ れ ，あ るい は 家畜の 餌と

して も利用 す る た め に，連作 さ れ る ．

　Orobanche 類 の 場合 ， 手取 り除草は 開花，結実を防 ぐ

に は 有効 で あ る が ，地 上 部 に 現れ た とぎは 生育末期 で あ

り， 作物にすで に 大 き く被害 を 与え て しま っ て い る．

感受性作物の 作付け を 4 年 位 避 け た 場 合，Orobanche

の 発 生 が減少 し た と の 報告 もある が 85）
， 10年 で もそれ

ほ ど減少 し な か っ た と の 報告もある
S9）．トラ ッ プ 作物 と

し て 0 ．orenata に は ソ ル ゴー，オ オ ム ギ な ど が ，
0 ．

ramosa に は イ ン ゲ ン ，ソ ル ゴ ー
， カ ウ ピーや ダ イ ズ な

ど が 推奨 され るが ，実 際 に は そ れ ほ ど大 ぎな効果を あげ

ら れ な い ．む しろ，キ ャ ッ チ 作物 と して O ．crenatG の

多 い と こ ろ で は ，冬 に berseem ，ク ロ
ーバ

ー 夏 に ト ウ

モ ロ コ シ を 4 年連続 し て 栽培 した 場合 ， 発 生 が 90％ も

減 少 し た 例 もあ る
ee）．ト マ トの 作付け前 に 、 ア マ や

sweet 　pepper を 4〜6週間栽培 し ただけ で も0 ．　ramosa

の 発 生 量が 減少 し た ，エ ジ プ トで は ア マ が 0 ．ramosa

に 対 し て トラ ッ プ作物と し て 利用 され て い る．

　 Cuscuta 類 の 場合，作物 の 茎 に 食 い 込 ん で 寄生 して

い る の で ， 作物 に 損傷を 与 え ず に 除去す る の は 困難 で あ

る，ま た 少 し で も取 り残 し が あ る と 容 易 に再生す る ．

Cuscuta 類 は 多 くの 作物 に 寄 生 す る の で ， 作物 の ロ
ー

テ
ーシ ョ ン に よっ て 土壌中 の 種子数を減らすこ とは 難 し

い ．しか し ， ダ イ ズ は C ．chi
・
nensis と C．α ustral

’isに

は 感受性で あるが ，
C．　C α mPestFis に は抵抗性 で あ る．

イ ン ゲ ン，ス コ ッ シ ュ ， キ ュ ウ リ ，
ワ タ や トマ ト も C ．
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crtnzPestri ：s の 被吉 を 受け に くい ．リ ョ ク ト ウ の Cuscuta

類 に よ る被害は ， グ ァ
ー

ル マ メ （C）
・anzoPs ・is　tetvago−

7zoloba ）との 混 作 で 減 少す る．カ リ フ ォ ル ニ ア の マ ネ 科

牧草畑で は 刈取 ，焼却と土壌処理除草剤 の 組合せ に よ り

対 応 して い る
91 ）。

　 2． 化 学 除 草

　小面積 の 場合 ， 薫蒸剤処 理 が 殺種子 に 有効で あ る ．メ

チ ル ブ ロ マ イ ドは Sh・i，ga 類 と OToba 　zche 類 に 卓効 が

あ るが ， 十分 な 土壌水分 と 15℃ 以 上 の 気 温 が 必要 で あ

る．ダ ゾ メ ッ トの 場合は ， と くに土壌水分 が 重要 で 灌水

の 必要 が あ る．メ チ ル イ ソ チ オ シ ア ネ ート，
メ タ ム ソ デ

ュ ウ ム や ［工，3一ジ シ ク ロ プ ロ ン 十 1，3一ジ シ ク ロ プ ロ ペ

ン ］も有効 で あ る
需2 ）．発 芽 誘 導物質 の ス ト リ ゴ ール と そ

の 誘導体 は ，シ ャ
ーレ 内で は StFiga 類 に も Orobanche

類に も高い 効果 を 示す が ，土壌中，とくに ア ル カ リ条件

下 で は 不安定な た め 使用 されない ． エ チ レ ン は Strigct

類 の 種子発芽 を 誘導す るの で ， ア メ リ カ の カ ロ ラ イ ナ 2

州で は 1〜2kg ！ha を 繰 り返 し処 理 し，発芽
一
枯 死 に よ

っ て S加 g 甜 as
・iaticaの 撲 1威に ほ ぼ 成功 し た． エ チ レ ン

は 0 ；
・obanche 類 の 種子 発芽に は ま っ た く無効 か ，む し ろ

阻 害的で あ る．カ ラ シ ナ 油 の 誘導体 の フ ェ ニ ル イ ソ チ オ

シ ア ネ ート と ア リ ル イ ソ チ オ シ ァ ネ
ー

ト は Oyobanclte

類 の 種子発芽誘導活性 を有す る が ，実用 化 は され て い な

い
gs ）．

　作 物 の 作 付け の 2〜3 週 間後 の 2，4−D ．MCPA や ベ

ナ ゾ リ ン な ど の 土壌処 理 が ，発芽時 の Striga　X の 防除

に 有効 で あ る．新 しい ス ル フ ォ ニ ル ウ レ ア 系除草剤の ク

ロ ル ス ル フ ロ ン ，ニ コ ス ル フ ロ ン や DPX −9636 は ト ゥ

モ ロ コ シ に 薬害 が な く，効果が きわ め て 大 きい
91）．イ マ

ザ キ ン と ペ ン デ ィ メ タ リ ン も，Aleetya　vogel
・iiや ∫．

gesnerioidesに 有 効 と さ れ て い る．2，4−D の 茎 葉処 理

は ほ とん ど効果 が な い ．ダ イ カ ン バ の 茎葉処 理 は ア メ

リ カ で は ト ウ モ ロ コ シ と ソ ル ゴ ーに 薬害 が な く，
S ．

casiatica に は効果 が 大 きい が
95），ほ か の 国で は 十分な効

果が 得られない ．ダ イ カ ン バ は S ．ノee7
’
” lontica に は ま

っ た く効果が な い ．こ の よ う に 茎葉処理 剤 が St”iga類

に 十分効果が 現 れ な い の は ，寄生雑草 が イ ネ 科作物 の 寄

主 と篩部 の 連 絡がな い た め と 考 え ら れ て い る
go ．　 Oro −

banclte 類の 出芽後処 理 で 有効 な 土 壌処 理 除草剤 は い ま

だ ない が，イ マ ザ ターピ ル と ク ロ ル ス ル フ ロ ン は 利用可

能 で あ ろ う．2，　4−DB は 効果 が 不十 分 で あ る． 2，4−D

の 茎葉処理 は 効果は あ る もの の ， 寄 主 に 薬 害 が 出やす

い ．低濃度 の グ リホ サ
ー

トは ソ ラ マ メ ，ニ ン ジ ン や セ ロ

リーに 薬害が 小 さい ．イ マ ザ キ ン と イ マ ザ タ
ーピ ル は ソ

ラ マ メ に は 使 用可能 で あ る．CZtscuta　reに は CIPC が

過 去 に単独 で 使用 され た．土壌微生物 に よ る 分解を防止

す る PCMC （p−phenyl一二V −methy ］carban ユate ）か 力 丿レ

バ リル が ，土 壌中 の 残効性を も た せ る 目 的 で 混 合 され

る
ヨη ．プ ロ ピ ザ ミ ドと ク ロ タール ジ メ チ ル は い くつ か の

作物中で 使用され る．ク ロ タ
ー

ル ジ メ チ ル の 溶液 に 花卉

の 苗を 浸 漬 し て か ら 移 植す る と ， Cuscuta 類 が 絡まな

い
9S）．最近は トリ フ ル ラ リ ン や ペ ン デ ィ メ タ リ ン などの

ジ ニ トロ ア ニ リ ン 系除草剤 の 使用が 多 くな っ た，茎 葉処

理 剤 で は ，低薬量 の グ リ ボ サ ートと ス ル ホ サ
ー

トが ル
ー

サ ン に 薬害が な く，効果 も大 き い ．成 長 調 節 剤 の マ レ イ

ン 酸 ヒ ドラ ジ ドは C．camPestvis の 開 花 を 妨げ，サ ト

ウ ダイ コ ン に増糖効果 を示す
99 ）．ヤ ド リ ギ類 で は ，ク ル

ミの 樹 の 休 眠期に Phoradendron に 対 して 2，4−D が

使用 され る．ヤ ドリギ類 を切 り落と した 切 り口 に は，再

生防止 の 目的で 「2，4−D ＋ ダ イ カ ン バ 」や ト リ ク ロ ピ

ル ， あ る い は グ リ ホ サ
ー

トが 散布 さ れ る，

　 蒸 散 抑 制剤 の 使用 に よ り寄 生 雑草 の 生 育 を 抑 え る こ と

が 可 能 で あ る．di−1−p−Metane 　（wiltpruf ｝は ∫醒 gα

hermontica の 蒸 散 を 抑 制す る の で ， 寄 主 の 作物 か ら蒸

散流 に 載 っ て 流出す る 栄養分 と水の 量 が 減少 して ， 減収

が 軽減 され る
100 ）．

　St”iga 類 と Orobanclte 類 に 対する 生物防除の 研究例

は 多い が ，実用 で ぎ る 技 術は 確立 さ れ て い な い ．Oro −

banolte 類 に は 微生物除草剤 の 開 発 が 精力的に 行 な わ れ

て い る．S，　gesnerioides と Alectra 類 の 生 物防除の 研

究 は 少 な い ．

　寄 生 雑草に 対す る 防除方法 は い くつ か あ る が ，単 独 で

確実な もの は な く，それ らを組 み 合 わ せ た 総合防除が 必

要 で あ る．

　具体的 に 圃 場 周 辺 で の 寄生 雑草の つ きや す い 植物 の 除

去，作物 の ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン，混 作，作期 の 調 整 ，寄 生 雑

草 の つ き に くい 品 種の 採 用 ， 寄生 雑草を 含ま な い 清潔な

種子の 使 用 ，適切 な 施 肥，と くに チ ッ ソ の 施用 ， 寄生雑

草 の ない 清潔な 堆肥 ， 于取 り除草，作物 の 収穫後 の 焼却

お よび 適切 な 除草剤の 使用 な ど で あ る．ま た 作物 の 生 育

を 促す こ と も重 要 で あ る．具体的 に は 寄主 の 生育 を 促 し

て 茎 葉 を 繁茂 させ ，ヤ ドリ ギ類 を 日 陰に す る こ とで あ る．

そ の た め に は 周 辺 の 雑草を防除 し，十分 な 灌水，適度 の

剪定 な ど も必 要で あ る 。

　将来的 に は 抵抗性品 種の 選 抜 ， 育成 に 期待 が か け られ

て い る．寄生 雑 草 が つ きに くい 品種 で は 発芽そ の もの に

対す る 阻害 は な く， 発芽後 の 付着 ，吸器 の 形成 とそ の 侵

人 に 影響す る 場合が 多 い ．抵 抗 性 の 作 物 や 品種 に よ っ て

は ，
Striga の 吸器 が 寄主 の 根 に 人 りに くい こ とや 阻 害

物質の 集積 な ど が 報 告 さ れ て い る．Striga で は フ ェ
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ノ
ー

ル 類
s2），ヤ ド リギ類で は フ ラ ボ ノ イ ド類

10u ，　 OTO−

banche 類 で は フ ェ ノ ー
ル 類

102），フ ァ イ ト ア レ キ シ ン

類
03 ）

などが 多 く含まれ る．あ る い は リ グ ニ ン 化の 起 き

や す さ も報告 され て い る
1°1）．Cuscuta　rej7exa に 1惑受性

の ル ーサ ン
， イ ン ゲ ン，カ ラ シ ナ や ヒ マ ワ りで も， カ ル

シ ウ ム 含 量 が 大 ぎい と き は 抵抗性を示す
105）．こ うした

現象の 解析 は ， 今後 ，抵抗性品種 の 開 発 に と っ て きわ め

て 重 要 で あ る．除草剤抵抗性品種 の 創製や 効率的 で 選 択

性 の 高 い 除草剤 の 開 発 も望 ま れ る，Orobanclte類 の 場

合 ，
ス ル ホ ニ ル ウ レ ア 系 除 草剤抵抗性遺伝子を導入 しk

タ バ コ や グ リ ホ サ
ートとイ ミ ダ ゾ リノ ン 抵抗性遺伝子 を

導入した トマ ト，
ヒ マ ワ リ の 実用化 で ，こ の 問 題 か らか

な り開放 され る もの と期待され る．

　最後に寄生雑草の 防除 を 選 択 的 で よ り確 実 ， か つ 容易

な もの に す る た め に ， 作物学 ， 生態学 ， 生理学，さ ら に

生化学や 分子 遺伝学な どの 広い 分野 に わ た る研究者 の 連

携 が 望 ま れ る ．
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